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設 立 趣 意 書

産業、経済の分野において世界有数の大国となった我が国は、２１世紀に向

け、学術、文化をはじめ、あらゆる分野で大きく飛躍していくことが、喫緊の

課題となっております。

折りしも、国民の意識の上では、ゆとりと豊かさを実感しうる生活を享受し

たい、との願望が急速に高まり、企業社会においても「良き企業市民」として、

フィランソロピー（社会貢献活動）に積極的に参加しようとの意欲が盛り上が

りつつあります。

しかしながら、いざ社会貢献活動を行おうとするとき、具体的に何をすれば

よいか、どうすれば役立つかといった戸惑いもあり、また、単独で財団を設立

するには、資金、人材の制約が大きいとの悩みもありましょう。

こうした現状に鑑み、我々は、企業等の社会貢献活動への志を支援する仕組

みとして、ここに、大阪コミュニティ財団という新しいタイプの財団の設立を

決意しました。

この財団のコミュニティという言葉には、二つの意味合いが込められていま

す。一つは、「地域社会」であり、いま一つは、「基金の集合体」ということ

であります。つまり、大阪コミュニティ財団は、多数の企業等の志に裏打ちさ

れた財産の拠出に基づき、多数の基金を設け、その志を最大限に尊重しつつ、

地域社会の多様なニーズに対応した社会貢献活動を行う財団であります。

以上のような認識のもと、我々は、主として大阪府およびその周辺地域にお

いて、企業等の社会貢献活動による、科学技術の振興、芸術文化の向上、国際

交流の推進等、公益に資する事業を行うものに対する助成、または顕彰、学生

または生徒に対する奨学金の支給等を行い、もって企業等が良き企業市民とし

ての社会的使命の達成と、地域社会の福祉の増進に寄与することを目的として、

ここに「財団法人大阪コミュニティ財団」を設立しようとするものであります。

財団法人 大阪コミュニティ財団
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大阪コミュニティ財団は、わが国最初のコミュニティ財団として1991年11月

12日に設立され、このたび30周年を迎えることができました。

設立時9基金からスタートした基金数は、この30年間、全国各地の個人や企業・

団体の皆様から浄財をお寄せいただき、2021年9月末には272基金、寄付受入れ

累計額は43億800万円に達しました。これらの基金から、地域社会の振興や発展

のため活動を行っている全国のNPO団体等に、これまで延べ3,371件、累計15億

7,500万円の助成を行ってまいりました。

このように当財団が順調に運営できていますのは、ひとえに当財団の活動趣旨に

ご賛同をいただき、寄付をお寄せいただきました基金設置者の皆様はじめ、財団の

活動理念をご理解いただき、お力添えを賜っております賛助会員の皆様方の温かい

ご支援によるものであり、心から厚く御礼を申し上げます。また、財団の運営にご

尽力賜っております評議員、理事、監事、及び会計監査人ならびに選考委員の皆様

方に深く感謝を申し上げる次第であります。

さて、当財団は2010年3月に内閣府から公益認定を受け、公益財団法人として

社会的信頼性をさらに向上させることができました。これにより、基金設置数も順

調に増加するとともに、助成先については、大阪・関西はもとより、北は北海道利

尻島から南は沖縄県宮古島に至るまでになりました。また、青少年の育成や地域文

化の振興、社会福祉の増進等コミュニティが持つ様々な課題解決に向けて、きめ細

かな事業を展開されています地域の非営利団体のみならず、開発途上国の学校建設、

子どもの教育など国際的な援助活動に取組むNPO法人にも支援の輪を広げてまいり

ました。

このたび、財団設立30周年にあたり、設立から現在までの活動を振り返り、今後

の更なる発展を祈念して、「30年の歩み」を発刊することにいたしました。

基金設置者はじめご関係の皆様にはこれまでのご厚情に深く感謝申し上げますと

ともに当財団が地域社会の多様なニーズに応える財団として、さらに発展するよう

努めてまいる所存であります。今後とも、皆様の一層のご理解、ご支援を賜ります

ようお願い申し上げまして、発刊のご挨拶とさせていただきます。

公益財団法人 大阪コミュニティ財団

       理 事 長   宮   城        勉  

ご   挨   拶

OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION1



大 阪 商 工 会 議 所

   会   頭   尾   崎        裕

祝          辞

このたび、大阪コミュニティ財団が設立30周年を迎えられましたこと、誠におめ

でとうございます。心からお祝い申し上げます。

大阪コミュニティ財団は、当時の大阪商工会議所の佐治敬三会頭や小林公平副会

頭はじめとするご関係の皆様の熱意と先見性のもと、1991年11月にわが国最初の

コミュニティ財団として設立されました。

以来、基金寄付者の多様なお志を尊重され、全国の非営利団体等の活動を積極的

に支援し、地域社会の活性化に大いに寄与してこられました。この30年間で、43

億円におよぶ寄付金を集められ、助成額累計15億7千万円を超える財団に成長され

ました。ご同慶の至りであります。

財団の設立以来、基金を出捐いただいた皆様、財団運営を支援いただいておりま

す賛助会員の皆様はじめ、ご関係の皆様に対し、改めて深く敬意を表する次第であ

ります。

現在、新型コロナウイルスの感染拡大が、我々のビジネスや生活に、数々の制約

と変化をもたらしています。この社会変化にともない生じる課題に対して、行政、

福祉団体そしてボランティアの方々が様々な対応をされています。これからも、コ

ロナ後の新しい社会における追加的課題を含めて、その影響を大きく受ける人たち

に寄り添い、必要な支援の手を差し延べることが重要となります。

その支援の一つとして、市民の自主的な活動によるNPO団体などが果たす役割が、

これまで以上に期待されています。地域に根差し、人と人との繋がりを基盤に、地

域や社会の課題解決に迅速に取り組み、より豊かな社会を実現していただきたいと

思います。

このような観点から、NPO団体等を支援する貴財団への期待も、今後益々大きく

なるものと思われます。大阪商工会議所としましても、引き続き貴財団の運営を全

面的にバックアップしてまいります。

最後になりましたが、大阪コミュニティ財団の今後の益々のご発展と、関係者の

皆様方のご健勝とご活躍を心からお祈り申し上げます。
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寄          稿

大阪コミュニティ財団は、大阪商工会議所が1億円を、大阪府、大阪市から各

2,500万円の出捐を得て設立されて以来、基金設置者の皆様はもとより、賛助会員

の皆様、歴代役員の皆様など多くの人々に支えられて今日まで順調に運営されてま

いりました。

私は2010年7月に評議員会長に就任しましたが、寄付者のお志を最大限に尊重

し、地域社会に貢献するという財団の活動理念が理解され、基金設置数、寄付額と

も順調に推移していりました。基金設置者のお志も動物保護や市民スポーツの振興

支援、小、中学校の教材購入など教育環境整備の支援、交通遺児の高校進学や障害

をもつ生徒の大学進学奨学金の支給など多岐にわたるようになりました。また、親

族共同での基金設置や、従業員に広く寄付を募り、集まった金額と同額を会社が拠

出して定期的に追加寄付されるなど、様々な形式の基金が設置されるようになりま

した。さらに、近年では遺言によって財産の一部を当財団に託していただく遺贈の

お申し出もいただいています。

このように、当財団が順調に発展してきましたのは、基金を設立された個人や企

業・団体の寄付に寄せる志や思いを十分に尊重し、専門家による厳正な選考のもと、

それに応える活動を行っているNPO等非営利団体を見出し、助成金を支給するとい

う活動を長年にわたって地道に積み重ねてきたことにあります。こうした活動内容

が基金設置者にフィードバックされることにより、自身の基金が、社会にどのよう

に生かされているか、目に見える形で確認できるのも大きな要因だと思います。今

後とも、この努力を継続、発展させ、地域社会のお役に立てる財団としてさらなる

発展することを願っております。

ご関係の皆様方におかれましては、何卒、倍旧のご支援・ご協力を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。　

公益財団法人 大阪コミュニティ財団

評議員会長  小　嶋　淳　司

30周年を迎えて

大阪コミュニティ財団は、大阪商工会議所が1億円を拠出して設立し、その後大

阪府、大阪市から各2,500万円の出捐をいただいて以来、基金設置者の皆様はもと

より、賛助会員の皆様、歴代役員の皆様など多くの方々に支えられて今日まで順調

に運営されてまいりました。

私は2010年7月に評議員会長に就任しましたが、寄付者のお志を最大限に尊重

し、地域社会に貢献するという財団の活動理念が理解され、基金設置数、寄付額と

も順調に推移してまいりました。基金設置者のお志も動物保護や市民スポーツの振

興支援、小、中学校の教材購入など教育環境整備の支援、交通遺児の高校進学や障

がいをもつ生徒の大学進学奨学金の支給など多岐にわたるようになりました。また、

親族共同での基金設置や、従業員に広く寄付を募り、集まった金額と同額を会社が

拠出して定期的に追加寄付されるなど、様々な形式の基金が設置されるようになり

ました。さらに、近年では遺言によって財産の一部を当財団に託していただく遺贈

のお申し出もいただいています。

このように、当財団が順調に発展してきましたのは、基金を設立された個人や企

業・団体の寄付に寄せる志や思いを十分に尊重し、専門家による厳正な選考のもと、

それに応える活動を行っているNPO等非営利団体を見出し、助成金を支給するとい

う活動を長年にわたって地道に積み重ねてきたことにあります。こうした活動内容

が基金設置者にフィードバックされることにより、自身の基金が、社会にどのよう

に生かされているか、目に見える形で確認できるのも大きな要因だと思います。今

後とも、この努力を継続、発展させ、地域社会のお役に立てる財団としてさらなる

発展することを願っております。

ご関係の皆様方におかれましては、何卒、倍旧のご支援・ご協力を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。　

OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION3



公益財団法人 大阪コミュニティ財団

選考委員長  岩   見   和   彦

設立30周年によせて

私たちが生きる世界はますます複雑化し、これまでの地図は役に立たなくなり、

みんな「迷子」に。自分探しに疲れた迷子たちは、今度は居場所探しに躍起になり、

その分社会性や公共性への「感度」は下がりっぱなし。——私が大阪コミュニティ

財団とのご縁をいただいたのは、そうした時代の閉塞状況を愚痴っぽく呟くことの

多くなった、退職を翌春に控えた時でした。その後、実際に事務局スタッフと委員

の皆さんと協同して選考作業などに携わるなかで、実に多くの方たちが「問題」を

感受し、課題解決に取り組もうとされている現実と、その「熱量」のすごさを体感

しました。このご縁がなければ、本当は私自身が低感度な「迷子」だったことに気

づかなかったかもしれません。

選考に関わって8年。基金設置者のお心と取組団体の熱意をしかと繋ぐ（縁を結

ぶ）ことがミッションだと自らに言い聞かせては、「申請書」と「対話」してきた

つもりです。でもいざ採択／非採択を判断するとなるとやはり大変です。書き込ま

れた「回答」のリアリティを探りつつ、各記載内容が相互にしっかり関連付けられ、

事業の「全体像」がクリアに描けているか、できるかぎり厳密に評価します。ただ

新規の意欲的な企画については、本助成が文字通り初めの一押し（推し）になれば

とつい期待をかけたくなります。かたや、継続申請については（大規模組織の申請

の場合もそうですが）基金の額と期間には限りがあるので、助成依存・マンネリ体

質に陥っていないかなど、厳しい見方で臨むことにしています。　

寄付者のご意向を受けて、まず選考者と応募者とで（申請書を介して）対話を行い、

分かり得た中身を審査基準に照らして評価し助成の可否を決め、その助成の成果は

報告され相互評価にさらされる。こうした大変シンプルなコミュニケーションを愚

直に積み重ねていくことが肝なのだ。——これが、財団の次なる30年への引き継ぎ

に際して私が申し上げられることのすべてのような気がします。改めてこれまで財

団と関係者の皆様からいただいたご縁に深く感謝いたします。

OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION 4



コミュニティ財団とは

大阪コミュニティ財団は、１９９１年（平成３年）１１月通商産業大臣（現・経済産業大臣）の

設立許可を得て誕生したわが国初のコミュニティ財団です。個人や企業の社会貢献活動を手軽にか

つ効果的に実行するため、米国で普及した方式を導入して、大阪商工会議所が設立したものです。

2010年3月1日に内閣府の認定を受けて公益財団法人に移行しました。

寄付者の「志」実現を支援

コミュニティ財団は、寄付者ごとに設置された独立の基金を一括して管理・運営するわが国では

全く新しいタイプの財団です。当財団を活用されますと、寄付者は基金に自由に名前を付けること

ができますので、自ら財団を持つのと同じ効果になります。

また、その基金からの助成分野について、寄付者は財団にその「お志」を託することができます。

このようなコミュニティ財団の仕組みは、1914年に米国クリーブランドの銀行家であり弁護士

でもあったフレデリック・ゴフ氏によって創案されました。

地域のための多目的財団

大阪コミュニティ財団では市民や企業・団体など寄付者の皆さんの志を大切にしつつ、お志の分

野に応じた助成を行い、地域の文化や福祉の向上に貢献しています。

①寄付者の基金が永遠に残る

寄付者が設置した基金は、寄付者が希望する名称をつけて財団が運用管理し、その運用収益を

もって、地域や分野のニーズに適合した公益事業に助成を行います。

②多目的の財団

社会の公益にかなうものであれば、助成対象事業は限定されません。寄付者の希望を尊重した

助成を行うため、財団は基金の数だけ事業目的を持つことになります。

③公益性が高い

評議員、理事をはじめ監事、選考委員は公共団体や公益法人の代表者、大学教授など公的立場に

ある有識者によって構成され、財団運営の公益性は十分に確保されています。

目的と事業

大阪コミュニティ財団の目的は、定款第３条・第４条において次のように定められています。

「本財団は、一般市民や企業等の社会貢献への志を尊重し、最大限に生かすため、公益に資する

事業を行うものへの助成、学生等への奨学金の支給等を行い、地域社会の公益の増進に寄与するこ

とを目的とする」。

このような目的を達成するため、基金の志を尊重しつつ、次のような事業を行います。

①学術・研究の振興、芸術・文化の振興、環境の保護保全、国際交流の推進、青少年の健全育成、

社会教育の充実、地域社会の活性化、社会福祉の増進等公益に資する事業を行うものへの助成

または顕彰

②学生又は生徒等への奨学金の支給等

③一般市民や企業等の社会貢献活動を支援し、日本社会の寄付文化を醸成するための普及啓発

④前各号に掲げるもののほか、本財団の目的を達成するために必要な事業

20 years progress OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION5



助成方法について

大阪コミュニティ財団は、個人や企業、団体からの「志」のこもった寄付を名前を付けたかたち

でお受けし、その志を最大限に尊重しつつ、地域社会の多様なニ－ズに対応した社会貢献活動を行

う財団です。

この使命を達成するために、大阪・関西はもとより、全国あるいは海外の公益に資する事業を行

う非営利団体に対する助成、及び学生や生徒に対する奨学金の支給等を行います。

助成できる団体、事業

当財団が助成する対象は、「公益に寄与する事業を行う」非営利団体等です。なお、団体は法人

格の有無を問いません。また、国公立の研究、教育、医療、福祉等の機関も含みます。

具体的には、次のような事業です。

○学術・研究の振興支援

○学校教育・社会教育の教育プログラムの助成

○青少年の健全育成の支援

○芸術・文化の振興、活動の支援

○国際交流推進活動の支援

○環境の保護、保全活動の支援

○障がい者、高齢者、子育て等社会福祉の増進を図る支援等

なお、次のような団体・事業には助成できません。

○営利を目的とするもの

○政治や宗教上の活動を目的とするもの

○基金寄付者と特別な利害関係にあると判断される団体、事業

※当財団の特色は、マンション型の財団であるということです。つまり各基金には好きな名前を付

けることができることから、いわばマンションの各部屋に表札があるというイメージです。当財団

は、マンションの管理人のような役割を担っていると言えます。
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10月1日 11月下旬 12月･１月 3月中旬 4月下旬

申
請
受
付
開
始

応
募
締
切
り

助
成
金
支
給

採  

否  

通  

知

２月

選
考
委
員
会

３月

理  

事  

会

審
査
・
選
考

＜助成先選考のプロセス＞

事業実施の結果報告

助成金は助成対象事業以外の目的に使用できません。採択された助成対象事業が中止する場合に

は、「中止届」を提出いただき、助成金は返還していただきます。また助成対象事業終了後、３カ

月以内に事業及び決算報告書を提出していただきます。

○活動実績が１年に満たない団体

○債務の弁済や基本財産の出捐を目的とするもの

○個人（ただし、奨学金の場合は個人も助成の対象となります。）

助成の申し込み

助成を希望される方は、所定の「助成申込書」に記載のうえ、必要書類を添えてお申し込みくだ

さい。詳細につきましては、毎年10月に発行しております「申請者のためのガイド」もしくは、当

財団のホームページにてご確認ください。

財団のホームページ　http://www.osaka-community.or.jp

助成先の選考

助成先は、有識者で構成する選考委員会で選考し、理事会で決定します。選考結果につきましては、

申請者全員に文書でご通知します。なお、申請から選考のプロセスは、下記図をご参照ください。

当財団では、寄付者のお志によりほとんどの基金の助成分野が指定されています。また、助成希望

される年度に事業分野に該当する基金がない場合は助成できません。
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基金設置について

＜基金の設立、寄付の申込みについて＞

　

○基金はいくらからでも

　基金を設ける寄付額は、いくらからでも結構ですし、いつでも基金を積み増しすることができます。

また、「遺贈」の受け入れも致します。

○基金のタイプの選択

　当財団では寄付者の意向に沿った助成活動を行えるよう、基金にいくつかの種類を設けており、

寄付者は自由に選択することができます。

＜基金の種類による分類＞

１．永続基金：元本を取り崩さず、運用収益をもって助成を行う基金

２．期間基金：元本と運用収益の全額をもって一定期間内に助成を行う基金

＜助成目的別による分類＞

１．助成基金：社会貢献活動を行う団体等の事業に助成を行う基金

①一般基金：助成先を財団に一任するもの。

②分野指定基金：助成先の分野を指定するもの。

③地域指定基金：助成先を特定の地域内に限定するもの。

④関与基金：助成先の選考に際して、基金寄付者が希望を述べることができるもの

　　　　　　   　（寄付額が１千万円以上の場合）

２．運営基金：財団の運営、事業費に充当するもの。

○基金にお名前をつけてください

　基金には、基金の使途や目的を表わした名前を付け、設置する基金にお志を託すことができます。

また、匿名にすることも可能です。

○申し込み手続きについて

　当財団に基金設置のお申し込み頂く際には、寄付額や寄付者の氏名等を記入した「基金寄付申込

書」と基金の名称や基金の種類等を記入した「基金に関する希望事項」をご提出下さい。

（申込用紙は、ホームページからダウンロードすることが可能です。事務局でも準備しています。）

○事務局にまずご連絡を

　基金を作りたい、いつか作ってみようとお考えの方は、事務局にご相談下さい。当財団に設置い

ただいている基金の事例や設置後のフォローアップ内容について説明させていただきます。
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－
税   

額

税
額
控
除
額

〔税額控除対象寄付金〔＊1〕－2000 円〕×40％

＊1：寄付金支出額が、総所得金額等の40％を超え

る場合には、40％に相当する額。

＊2：控除対象額は、所得税額の25％が限度

－ × ＝

所
得
金
額

税   

率

税   

額

所
得
控
除
額

（寄付金額 － ２０００円）

ただし、所得金額の40％が限度

＜基金の運用報告、助成先、税金について＞

○基金の運用について

　基金は、銀行、信託銀行への預金、国公債等の購入など安全かつ有利な運用を心がけています。

基金管理の必要経費として、財団は、年一回、運用収益（利息）の中から基金残高の0.5％相当額を

いただきます。従って、助成のための財源は、運用収益から必要経費を除いた残額となります。

なお、各基金の運用状況については、年一回、6月頃に寄付者に個別に報告します。

○助成先について

基金による助成活動は、学術・研究の振興、芸術・文化の向上、環境の保護保全、国際交流の推進、

社会福祉の増進等公益に資する事業を行うものに対する助成、または顕彰、学生や生徒に対する奨

学金の支給等であり、公益に役立つものであればほとんど制約はありません。助成の対象地域は、

定款で「主として大阪府及びその周辺府県を中心に日本国内の団体等に対して」と定めており、日本

国内に拠点を有する団体の事業であれば、助成を行う地域を限定されるものではありません。日本

全国、また海外も対象になります。

○ご寄付に対する税金の取り扱い

大阪コミュニティ財団は、内閣府から公益財団法人の認定を受けていますので、当財団へのご寄

付は、所得税、法人税などの控除を受けることができます。

個人のご寄付

＜所得税＞

所得控除と税額控除のいずれかを選択できます。

●所得控除

●税額控除
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寄付金控除を受けるには、所轄税務署で確定申告を行ってください。その際、当財団が発行した

領収書（寄付金受領証明書）の添付が必要となります。なお、税額控除を選択される場合は、「税

額控除に係る証明書」の写しの添付も必要となります。

＜住民税＞

所得税の控除対象となる寄付金のうち、条例の指定を受けた団体に対する寄付金は個人住民税の

税額控除を受けることができます。当財団は、大阪府および大阪市の指定を受けています。詳しく

は寄付者の住所地の自治体にお問い合わせください。

＜相続税＞

ご遺族の方が相続により受け継いだ財産を相続税の申告期間内にご寄付頂いた場合、その財産に

は相続税が課されません。相続税の申告期限は、通常は、故人がお亡くなりになった日の翌日から

10ヶ月以内です。

詳しくは税務署及び税理士等にご相談されることをお勧めします。

＜遺贈＞

遺言によって、自分の遺産を特定の団体等に分け与えることを「遺贈」と言います。遺贈により

寄付した財産は相続税の非課税財産となります。

遺贈の場合、遺言信託を扱っている銀行・信託銀行などの窓口にご相談されることをお勧めします。

法人のご寄付

＜法人税＞

法人が支出する寄付金は、法人税について、その法人の資本金等の額、所得の金額に応じた一定

の限度額までが損金に算入されます。

このとき、公益法人に対する寄付については、一般寄付金の損金算入限度額とは別に、別枠の損金

算入限度額が設けられています。

A：公益法人への寄付金の特別損金算入限度額

（資本金等の額×0.375％＋所得金額×6.25％）×1/2

B：一般寄付金の損金算入限度額

（普通法人の場合。Aの限度額を超えた分を含む）

（資本金等の額×0.25％＋所得金額×2.5％）×1/4
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平成2年

（1990）

平成3年

（1991）

30年のあゆみ

年 月・日

5月11日

5月29日

7月1日

9月26日

11月26日

1月24日

2月25日

5月15日

10月31日

11月12日

12月5日

大阪コミュニティ財団の歩み

大阪商工会議所、文化税制推進特別委員会を

設置

文化税制推進特別委員会内にコミュニティ財

団研究会を設置

大阪商工会議所、コミュニティ財団調査団を

米国に派遣

大阪商工会議所、「文化促進税制等に関する

要望」を建議

「コミュニティ財団調査団報告書」発行 ※1

　　

「大阪コミュニティ財団設立構想」発表

大阪コミュニティ財団設立準備委員会設置

日米シンポジウム「社会貢献活動と民間の役

割」開催

設立発起人会開催

財団法人大阪コミュニティ財団設立

（通商産業大臣許可）※2

（財団事務局を大阪商工会議所内に設置 ） 

第1回通常理事会開催、設立記念パーティ開催

社会の出来事

国際花と緑の博覧会、大阪で

開催

（4月1日～9月30日）

礼宮文仁殿下、紀子様とご結婚

（6月29日）

東西ドイツ統合

（10月3日）

天皇陛下、「即位の礼」

（11月12日）

湾岸戦争始まる（1月17日）

雲仙普賢岳大火砕流発生

（6月3日）

経済企画庁「いざなぎ景気超

える」（9月24日）

ソビエト連邦消滅（12月26日）

※1 コミュニティ財団調査団報告書 ※2 設立許可書
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年 月・日 大阪コミュニティ財団の歩み 社会の出来事

平成4年

（1992）

平成5年

（1993）

平成6年

（1994）

平成7年

（1995）

3月4日

3月5日

3月26日

3月31日

8月4日

10月5日

12月8日

12月14日

3月18日

3月16日

6月10日

3月23日

コミュニティ財団ワークショップ開催

日米英三極国際シンポジウム開催、基金申し込

み第1号記者発表

第1回評議員会・第2回通常理事会 開催

「大阪コミュニティ財団ニュース」第1号

発行 ※3

シンボルマーク決定 ※4

第1回選考委員会 開催

フィランスロピーセミナー 開催

初の助成先の決定（22件、13,180,660円）

企業のための社会貢献実務セミナー開催

社会貢献活動講演会

寄付金累計額5億円を突破

ボランティア活動推進シンポジウム開催

アルベールビル冬季オリンピ

ック（2月8日）パラリンピ

ック（3月25日）開幕

東海道新幹線「のぞみ号」運

転開始（3月14日）

育児休業法施行（4月1日）

バルセロナオリンピック

（7月25日）パラリンピック

（9月3日）開幕

学校週休2日制スタート

（9月12日）

サッカーJリーグ発足

（5月15日）

皇太子殿下、小和田雅子さん

とご結婚（6月9日）

EU・ヨーロッパ連合発足

（11月1日）

リレハンメル冬季オリンピック

（2月12日） パラリンピック

（3月10日）開幕

日本人初の女性宇宙飛行士 

向井千秋氏宇宙へ（7月8日）

関西国際空港開港（9月4日）

大江健三郎氏、ノーベル文学

賞受賞（10月13日）

阪神・淡路大震災発生

（1月17日）

地下鉄サリン事件（3月20日）

マイクロソフト「ウインドウズ

95」日本版発売（11月23日）

※3 大阪コミュニティ財団ニュース第1号

※4 シンボルマーク
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年 月・日 大阪コミュニティ財団の歩み 社会の出来事

平成8年

（1996）

平成9年

（1997）

平成10年

（1998）

平成11年

（1999）

平成12年

（2000）

3月26日

11月6日

～7日

7月1日

10月

3月18日

12月14日

1月28日

12月6日

6月5日

10月13日

12月6日

社会貢献活動セミナー「寄付と相続」開催

創立5周年記念事業実施

（5周年記念式典・記念シンポジウム・パネル展・

「コミュニティ財団のすべて」の発刊）

財団のホームページを開設

財団ニュース第10号発行

社会貢献セミナー「企業の社会貢献はこう変わ

る」開催、基金設置者と賛助会員との交流懇談会

開催

社会貢献セミナー「NPO活動の歩みと展望」

開催、基金設置者と賛助会員との交流懇談会開催

寄付金累計額10億円突破

社会貢献セミナー「これからの企業の社会貢献

活動～NPOとの協働を中心に～」開催

「大阪におけるNPO法人の実態に関す

る調査（概要）」発表 ※5

「助成財団の管理と運営～初任者研修～」開催

社会貢献セミナー「地域文化の担い手～アマチ

ュアとボランティアとNPO～」開催、基金設

置者と賛助会員との交流懇談会開催

アトランタオリンピック（7

月19日）パラリンピック（8

月16日）開幕

初めての「海の日」（7月20日）

政府、初の「高齢社会白書」

発表（10月29日）

消費税5％に引き上げ（4月1日）

地球温暖化防止京都会議開幕

（12月1日）

長野冬季オリンピック（2月7日）

パラリンピック（3月5日）開幕

「明石海峡大橋」開通（4月5日）

サッカーW杯フランス大会に

日本が初出場（6月10日）

特定非営利活動促進法（NPO

法）施行（12月1日）

日銀実質ゼロ金利政策決定

（2月12日）

失業者が初めて300万人の大

台に（3月30日）

コンピューター2000年問題

で警戒（12月31日）

「ハッピーマンデー」スタート

（1月10日）

介護保険制度スタート

（4月1日）

金融庁発足（7月1日）

伊豆諸島三宅島噴火（7月8日）

2000円札発行（7月19日）

シドニーオリンピック（9月

15日）パラリンピック（10

月18日）開幕

※5 「大阪におけるNPO法人の実態に関する調査（概要）」
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年 月・日 大阪コミュニティ財団の歩み 社会の出来事

平成13年

（2001）

平成14年

（2002）

平成15年

（2003）

平成16年

（2004）

11月7日

10月23日

12月

4月1日

11月14日

11月20日

4月18日

11月16日

創立10周年記念事業実施（10周年記

念式典・記念講演・「10年のあゆみ」

の発刊） ※6

社会貢献セミナー「日本社会の再生とNPO」

開催

財団ニュース第20号発行

事務所移転（大阪商工会議所ビル5階に入居）

財団関係者の集い 開催

社会貢献セミナー「今、改めて問う“フィラン

ソロピー”の意義『民の力がコミュニティを動

かし社会を変える 』 」開催

寄付金累計額 15億円突破

助成実績 累計600件 3億円突破

財団関係者の集い、および

社会貢献セミナー「社会貢献活動の発展を求め

て～地域を支える市民（企業、市民）、公的機

関、公益法人の役割」開催

中央省庁再編（1月6日）

「USJ」大阪にオープン

（3月31日）

アメリカ同時多発テロ（9月

11日）

皇太子妃 雅子さま「愛子さま」

ご出産（12月1日）

欧州12か国で単一通貨ユー

ロ—流通開始（1月1日）

ソルトレークシティー冬季オ

リンピック（2月8日）パラ

リンピック（3月7日）開幕

学校完全週休2日制完全実施

（4月6日）

サッカーW杯日韓大会開催

（5月31日）

完全失業率5.4%過去最悪

（1月31日）

イラク戦争始まる（3月20日）

小惑星探査機「はやぶさ」打

ち上げ（5月9日）

宮城県沖（5月26日）、宮城

県北部（7月26日）、十勝沖

（9月26日）で地震が相次ぐ。

東京、大阪、名古屋で地上デ

ジタル放送開始（12月1日）

国立大学が国立大学法人に

（4月1日）

アテネオリンピック（8月13

日）パラリンピック（9月17

日）開幕

新潟中越地震（10月23日）

紙幣のデザインが20年ぶり

に一新（11月1日）

※6 創立10周年記念式典
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年 月・日 大阪コミュニティ財団の歩み 社会の出来事

11月28日

3月27日

3月29日

11月1日

3月29日

3月30日

6月

8月10日

10月23日

3月26日

3月28日

4月

社会貢献セミナー「コミュニティの再生と

NPOの役割」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム、助成事業の成果発表

会）開催

創立15周年記念シンポジウム＆ワークショッ

プ開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム、助成事業の成果発表

会）、および社会貢献セミナー「企業の社会貢

献活動」「NPOと企業の協働」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

財団ニュース第30号発行

寄付金累計額20億円を突破

社会貢献セミナー「食育の推進、エコツーリズ

ム振興等による地域の活性化～非営利団体の枠

割を中心に～」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム、助成事業の成果発表

会）開催

助成金支給累計件数1,000件突破

（助成累計額5億4,900万円）

「中部国際空港」が開港

（2月17日）

「愛・地球博」が愛知で開幕

（3月25日）

「クールビス」が開始（6月1日）

道路公団が民営化（10月1日）

トリノ冬季オリンピック（2

月10日）、パラリンピック

（3月10日）開幕

野球の第1回WBCで日本優勝

（3月20日）

景気回復「いざなぎ」超え

（11月22日）

気象庁、最高気温35度以上

の日を「猛暑日」と呼ぶことに

（1月8日）

「防衛省」発足（1月9日）

能登半島地震（3月25日）、

新潟県中越地震（7月16日）

が相次いで発生

サブプライムローンの焦げ付

き問題で世界同時株安

（8月9日）

郵政事業民営化（10月1日）

将棋 羽生善治二冠1000勝最

年少記録更新（12月21日）

後期高齢者医療制度スタート

（4月1日）

Iphone日本で発売

（7月11日）

北京オリンピック（8月8日）

パラリンピック（9月6日）開幕

米国リーマン・ブラザーズが

経営破綻（9月15日）

益川敏英氏、小林誠氏、南部

陽一郎氏、ノーベル物理学賞

受賞（10月7日）、下村脩氏、

ノーベル化学賞受賞（10月8

日）

平成17年

（2005）

平成18年

（2006）

平成19年

（2007）

平成20年

（2008）
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年 月・日 大阪コミュニティ財団の歩み 社会の出来事

平成21年

（2009）

平成22年

（2010）

平成23年

（2011）

2月10日

2月16日

7月3日

7月31日

2月24日

3月1日

3月8日

3月24日

3月30日

11月9日

3月25日

7月

7月11日

7月15日

11月9日

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」の開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム、助成事業の成果発表

会）および社会貢献セミナー「生物多様性とビ

ジネス」開催

内閣府に公益認定を申請

基金数200に達する

内閣府から公益認定を受ける

公益財団法人への移行登記（公益財団

法人 大阪コミュニティ財団スタート）※7

公益財団法人として第1回理事会開催、平成22

年4月助成先を承認（初めて1億円を突破）

公益財団法人として第1回評議員会開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム、助成事業の成果発表

会）開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

社会貢献セミナー「社会変革に向けた企業・

NPO・行政の新しい協働とは」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」の開催

財団ニュース第40号発行

内閣府から「税額控除に係る証明書」を取得

寄付金累計額25億円を突破

創立20周年記念事業実施 ※8

日本人宇宙飛行士の若田光一

さん、日本人初の宇宙長期滞

在（3月16日）

エコポイントスタート（5月

15日）

裁判員制度開始（5月21日）

消費者庁発足（9月1日）

日本年金機構発足（1月1日）

バンクーバ冬季オリンピック

（2月12日）パラリンピック

（3月12日）開幕

高校の授業料実質無料化

（4月1日）

小惑星探査機「はやぶさ」7年

にわたる宇宙旅終え帰還

（6月13日）

鈴木章氏、根岸英一氏、ノー

ベル化学賞受賞（10月6日）

東北新幹線 八戸～新青森間開

通し全線開通（12月4日）

日本のGDP世界3位に後退

（2月14日）

東日本大震災発生、福島第一

原発事故（3月11日）

地上テレビのアナログ放送終

了し、地上デジタル放送に移行

（7月24日）

※7 公益財団法人認定書 ※8 創立20周年記念式典･シンポジウム
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年 月・日 大阪コミュニティ財団の歩み 社会の出来事

平成24年

（2012）

平成25年

（2013）

平成26年

（2014）

3月5日

3月19日

3月28日

12月3日

3月18日

3月28日

10月9日

11月19日

1月14日

3月5日

3月18日

3月25日

  6月

8月1日

10月9日

11月6日

東日本大震災復興支援基金設置

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム、助成事業の成果発表

会）開催

社会貢献セミナー「東日本大震災—被災地の現

状とこれからの課題—」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム、2012年度助成事業

の成果発表会）開催

「2013年度助成事業発表会」開催

社会貢献セミナー「これからの非営利セクター

に期待すること」開催

ホームページリニューアル

寄付金累計額30億円突破

助成金累計額10億円突破

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム、2013年度助成事業

発表会）開催

財団ニュース第50号発行 ※9

「『東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興

活動等支援基金』を活用した助成事業の成果発

表会」開催

「2014年度助成事業発表会」開催

社会貢献セミナー「誰もが役割を最大化できる

社会をめざして」開催

復興庁発足（2月10日）

「東京スカイツリー」オープン

（5月22日）

ロンドンオリンピック（7月

27日）パラリンピック（8月

29日）開幕

京都大学教授 山中伸弥氏ノー

ベル医学・生理学賞受賞

（10月8日）

日本人女性の平均寿命が世界

一に（7月25日）

IOC総会で2020年五輪・パ

ラリンピックの開催都市が東

京に決定（9月7日）

「和食」の食文化、ユネスコ

無形文化遺産に登録決定

（12月4日）

ソチ冬季オリンピック（2月

17日）パラリンピック（3月

7日）開幕

大阪市に日本一高いビル「あ

べのハルカス」全面開業

（3月7日）

消費税5％から8％に引上げ

（4月1日）

総人口の4人に1人が65歳以

上に（4月15日）

サッカーW杯ブラジル大会開幕

（6月12日）

御嶽山噴火（9月27日）

赤崎勇氏、天野浩氏、中村修

二氏がノーベル物理学賞受賞

（10月7日）

※9 大阪コミュニティ財団ニュース第50号
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年 月・日 大阪コミュニティ財団の歩み 社会の出来事

平成27年

（2015）

平成28年

（2016）

3月5日

3月17日

3月26日

4月22日

4月

7月3日

9月9日

9月15日

10月5日

11月6日

3月18日

3月30日

4月22日

7月7日

9月20日

10月3日

11月8日

寄付金累計額35億円を突破

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム）開催

2015年度助成事業の目録贈呈式および

2014年度助成事業の成果発表会開催 ※10

助成累計件数2,000件突破

（助成累計額億11億3,200万円）

「『東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興

活動等支援基金』を活用した助成事業の成果発

表会」開催

テーマ別ワークショップ開催（認知症予防、不

登校・ひきこもり対策）

「2015年度助成事業発表会」開催

社会貢献セミナー「公益活動を支える新たな資

金源：社会的投資の可能性」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム）開催

2016年度助成事業の目録贈呈式および2015

年度助成事業の成果発表会開催

「『東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興

活動等支援基金』を活用した助成事業の成果発

表会」開催

テーマ別ワークショップ開催（竹林整備を通じ

た里山保全と地域の魅力づくり）

「2016年度助成事業発表会」開催

設立25周年記念講演会開催

北陸新幹線、長野～金沢間開

業（3月14日）

戦後70年終戦の日（8月15日）

女性活躍推進法成立（8月28日）

大村智氏、ノーベル医学・生

理学賞受賞（10月5日）

梶田隆章氏、ノーベル物理学

賞受賞（10月6日）

日銀、マイナス金利導入を決定

（1月29日）

北海道新幹線開業（3月26日）

熊本地震発生M6.5（4月14日）

伊勢志摩サミット開催（5月

26日）

選挙権18歳に（6月19日）

リオデジャネイロオリンピック

（8月5日）パラリンピック

（9月7日）開幕

山の日制定（8月11日）

中学2先生の藤井聡太君、史

上最年少で将棋のプロ棋士に

（9月3日）

大隅良典氏、ノーベル医学・

生理学賞受賞（10月3日）

〔                〕

※10  2015年度助成事業の目録贈呈式
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年 月・日 大阪コミュニティ財団の歩み 社会の出来事

平成29年

（2017）

平成30年

（2018）

平成31年

（2019）

3月

3月15日

3月30日

4月17日

6月1日

7月13日

10月2日

10月20日

3月12日

3月30日

4月16日

9月13日

10月3日

2月27日

3月22日

3月28日

財団ニュース第60号発行

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム）開催

2017年度助成事業の目録贈呈式および2016

年度助成事業の成果発表会開催

寄付金累計額40億円を突破

「『東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興

活動等支援基金』を活用した助成事業の成果発

表会」開催

「2017年度助成事業発表会」開催

テーマ別ワークショップ「地域における障がい

者の自立支援」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム）開催

2018年度助成事業の目録贈呈式および2017

年度助成事業の成果発表会開催

「『東日本大震災及び原発災害からの

復旧・復興活動等支援基金』を活用し

た助成事業の成果発表会」開催、報告書

作成 ※11

「2018年度助成事業発表会」開催

ワークショップ「地域で伸ばす子どもの未来」

開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 東京」開催

「大阪コミュニティ財団の集い in 大阪」

（ドーナーズフォーラム）開催

子どもの数36年連続減 過去

最低更新（5月4日）

九州北部豪雨災害（7月5日）

「沖ノ島（福岡県）」世界文

化遺産登録決定（7月9日）

平昌冬季オリンピック（2月

19日）パラリンピック（3月

9日）開幕

子ども食堂急増、全国2,000

か所超える（4月3日）

大阪北部地震発生M6.1 最大

震度6弱（6月18日）

台風21号が上陸、関西国際

空港で大きな被害（9月4日）

北海道地震発生M6.7最大震

度7（9月6日）

本庶 佑氏ノーベル医学・生理

学賞受賞（10月1日）

皇太子徳仁親王殿下が第126

代天皇に即位（5月1日）

元号は令和

※11 「東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興
活動等支援基金を活用した助成事業の2018年度
成果発表会」報告書
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年 月・日 大阪コミュニティ財団の歩み 社会の出来事

令和元年

（2019）

令和2年

（2020）

令和3年

（2021）

4月16日

4月

10月2日

3月3日

7月

10月1日

10月1日

2019年度助成事業の目録贈呈式および2018

年度助成事業の成果発表会開催

助成累計件数3,000件突破

（助成累計額約14億5,200万円）

「2019年度助成事業発表会」開催

助成累計額15億円を突破

財団ニュース第70号発行 ※12

「2021年度助成事業募集説明会」開催

※3月開催予定の「『東日本大震災及び原発災

害からの復旧・復興活動等支援基金』を活用し

た助成事業の成果発表会」、「大阪コミュニティ

財団の集い in 東京」、「大阪コミュニティ財団の

集いin大阪」（ドーナーズフォーラム）は、新型

コロナウイルス感染拡大防止のため開催を中止

※4月開催予定の「2021年度助成事業の目録

贈呈式および2020年度助成事業の成果発表会」

は新型コロナウイルス感染防止のため開催を中止

「2022年度助成事業募集説明会」開催

大阪市で日本初の主要20か

国・地域（G20）首脳会議開

催（6月28日～）

「百舌鳥・古市古墳群」が世

界文化遺産に登録決定

（7月6日）

ラグビーW杯日本大会開催、

日本は8強（9月20日～）

消費税8％から10％に引上げ

（10月1日）

吉野彰氏、ノーベル化学賞受賞

（10月9日）

新型コロナウイルス感染防止の

ため政府が全国の小・中学校、

高校に休校要請（2月28日）

東京五輪・パラリンピックの

延期決定（3月24日）

新型コロナ感染拡大受け全国

に初めて緊急事態宣言が発出

（4月16日）

レジ袋有料化（10月1日）

日本国内で初めてCOVID-19

ワクチンの接種始まる（2月

17日）

1年遅れの東京オリンピック

（7月23日～8月8日） パラリ

ンピック（8月24日～9月5

日）開幕

デジタル庁発足（10月1日）

※12 大阪コミュニティ財団ニュース第70号
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基金寄付金額・基金数の推移（累計）
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（敬称略）
基金設置者からのメッセージ
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助成事業
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20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



▲助成団体：関西大学工学部

助成基金：フジキン小島・小川科学教育振興基金
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▲助成団体：第6回「春を呼ぶみんなのコンサート」

実行委員会

助成基金：Panasonic 共生社会基金
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助成団体：自立支援センターOSAKA

▲

助成基金：メドトロニック福祉基金
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20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



▲助成団体：みんなでつくるコンサート

助成基金：Panasonic 共生社会基金

ダイダン社会活動基金
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▲助成団体：関西こども文化協会

助成基金：柏岡精三記念基金

20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION
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20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



▲助成団体：日本二分脊椎症協会 大阪支部

助成基金：メドトロニック福祉基金
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20 years progress20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



▲助成団体：特定非営利活動法人 車椅子社交ダンス普及会

助成基金：Panasonic 共生社会基金
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▲助成団体：プラハ・ガリアーノ室内実行委員会

助成基金：レイク夢・未来・ユース基金
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20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



▲助成団体：特定非営利活動法人 ＪＨＰ学校をつくる会

助成基金：がっこう基金／節子基金

OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION
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▲助成団体：財団法人大槻能楽堂

助成基金：片山千歳古典芸能振興基金
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▲助成団体：特定非営利活動法人 和太鼓教育研究所

助成基金：レイク夢・未来・ユース基金
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20 years progress20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



▲助成団体：特定非営利活動法人 ゆめ風基金

助成基金：大野隆夫社会への恩返し基金

だいしんビジネスふれあいスマイル基金
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OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



▲助成団体：人と化学をむすぶ会

助成基金：匿名基金№16

20 years progress20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION
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▲助成団体：特定非営利活動法人 フィルハーモニック・ウインズ大阪

助成基金：大塚伸二基金
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▲助成団体：大阪府高等学校生物教育研究会

助成基金：大阪府教員研修のための梶本基金

20 years progress20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION
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20 years progress20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



▲助成団体：一箱本送り隊

助成基金：東日本大震災復興基金

OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION
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OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



▲助成団体：特定非営利活動法人 アーシャ=アジアの農民と歩む会

助成基金：がっこう基金
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▲助成団体：うさぎ学童保育所

助成基金：大阪厚生信用金庫地域・社会貢献基金

江田直介・靜子健やかな青少年育成基金
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▲助成団体：海守さぬき会

助成基金：東洋ゴムグループ環境保護基金
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▲助成団体：特定非営利活動法人 障碍者芸術推進研究機構

助成基金：山口淑子友愛基金
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▲助成団体：まるおか子供歌舞伎を支える会

助成基金：片山千歳古典芸能振興基金
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▲助成団体：特定非営利活動法人 吉里吉里国

助成基金：東日本大震災及び原発災害からの復旧・

         復興活動等支援基金 分野１
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▲助成団体：特定非営利活動法人 YouMe Nepal

助成基金：がっこう基金
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▲助成団体：あじ島冒険楽校

助成基金：大内典明・惠子災害復興支援基金
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▲助成団体：神戸大アートマネジメント研究会

助成基金：本多八重子声楽基金

         平井万佐治・悦子音楽振興基金

20 years progress20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION
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▲助成団体：福井市自然体験交流推進協議会

助成基金：東日本大震災及び原発災害からの復旧・

         復興活動等支援基金 分野２
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▲助成団体：特定非営利活動法人 国際落語振興会

助成基金：匿名基金№22
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▲助成団体：現代美術を愉しもう塾

助成基金：大阪信用金庫ふれあいスマイル基金

20 years progress20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



20 years progress20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



20 years progress20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



助成団体からのメッセージ

20 years progress OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



20 years progress OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



20 years progress OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



20 years progressOSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION



選考委員からのメッセージ
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設 立 者 名 簿

設 立 者 名 簿

中　川　和　雄

西　尾　正　也

石　川　六　郎

佐　治　敬　三

大　西　正　文

安倍川　澄　夫

上　山　保　彦

松　本　　　進

三　野　重　和

小　林　公　平

清　水　貞　保

大　木　令　司

大　西　義　一

嘉　田　隆　美

宇　野　　　収

新　宮　康　男

山　本　信　孝

鴻　池　藤　一

金　森　茂一郎

川　口　恭　史

大　川　新太郎

田　中　鑄　三

巽　　　外　夫

駒　井　信　義

高　橋　壽　常

佐　野　善　之

本　間　正　明

巽　　　悟　朗

小　林　庄一郎

川　上　哲　郎

上　山　善　紀

川　瀬　源太郎

梅　本　純　正

山　田　　　稔

川　勝　堅　二

早　﨑　　　博

竹　林　節　治

長　船　　　強

川　又　頼　政

大阪府知事

大阪市長

日本商工会議所 会頭

大阪商工会議所 会頭《設立代表者》

大阪商工会議所 副会頭

〃

〃

〃

〃

〃

〃

高槻商工会議所 会頭

（大阪府商工会議所連合会 副会長）

北大阪商工会議所 会頭

（　　　   　　〃 　　   　　　）

貝塚商工会議所 会頭

（　　　   　　〃 　   　　　　）

社団法人 関西経済連合会 会長

社団法人 関西経済同友会 代表幹事

                   〃

社団法人 大阪工業会 会長

関西経営者協会 会長

社団法人 大阪青年会議所 理事長

大阪府商工会連合会 会長

大阪府中小企業団体中央会 会長

社団法人 大阪銀行協会 会長

社会福祉法人 大阪府共同募金会 会長

財団法人 日本生命財団 理事長

財団法人 サントリー文化財団 専務理事

大阪大学 教授

社団法人 日本証券業協会大阪地区協会 会長

関西電力株式会社 取締役会長

住友電気工業株式会社 取締役会長

近畿日本鉄道株式会社 取締役会長

日本生命保険相互会社 代表取締役会長

武田薬品工業株式会社 取締役会長

ダイキン工業株式会社 取締役社長

株式会社 三和銀行 代表取締役会長

住友信託銀行株式会社 取締役社長

大阪弁護士会 会長

日本公認会計士協会近畿会 会長

近畿税理士会 会長

(役職等は平成3年10月のもの、敬称略)
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歴代役員･評議委員の就任期間

236



237



238



239



240



0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000

1991（平成 3 ）

1992（平成 4 ）

1993（平成 5 ）

1994（平成 6 ）

1995（平成 7 ）

1996（平成 8 ）

1997（平成 9 ）

1998（平成10）

1999（平成 11）

2000（平成12）

2001（平成 13）

2002（平成14）

2003（平成15）

2004（平成16）

2005（平成17）

2006（平成18）

2007（平成19）

2008（平成20）

2009（平成21）

2010（平成22）

2011（平成 23）

2012（平成 24）

2013（平成 25）

2014（平成 26）

2015（平成 27）

2016（平成28）

2017（平成 29）

2018（平成30）

2019（令和 1）

2020（令和 2 ）

118,750

332,918

396,893

448,449

734,612

734,612

765,645

986,774

1,001,773

1,005,772

1,028,670

1,127,355

1,147,138

1,297,299

1,324,222

1,336,070

1,353,406

1,364,184

1,373,344

1,398,352

1,573,619

1,579,409

1,610,739

1,941,086

1,944,776

1,945,146

2,270,408

2,271,608

2,271,908

2,272,209

基本財産の推移

基本財産の推移
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賛 助 会 員

大阪コミュニティ財団の運営は、財団の趣旨・目的に賛同しご協力頂いている賛助

会員の皆様のご好意に支えられています。

                                2021年10月1日現在　　法人・団体会員45、個人会員9

●法人・団体会員（会社・団体名五十音順）

●個人会員（敬称略・氏名五十音順）

有限責任あずさ監査法人　

稲畑産業株式会社　

大阪ガス株式会社

大阪シティ信用金庫

大阪タイプオフ印刷株式会社

岡三証券株式会社大阪店　

がんこフードサービス株式会社

協同組合関西ファッション連合

近鉄グループホールディングス株式会社

公益財団法人公益法人協会　

サラヤ株式会社

株式会社シェル石油大阪発売所

白山殖産株式会社

株式会社タブチ

タカラベルモント株式会社　　　　　　

辰野株式会社                            

株式会社日本ビジネス開発

阪急電鉄株式会社

日立造船株式会社

株式会社フジオフードグループ本社

みずほ証券株式会社大阪法人部

株式会社ユニオン

株式会社りそな銀行

有光工業株式会社　　

学校法人エール学園　

一般社団法人大阪銀行協会

大阪信用金庫

株式会社大阪証券取引所

株式会社川本倉庫　

関西電力株式会社

近畿税理士会　

株式会社クボタ　

株式会社サクラクレパス　

サントリーホールディングス株式会社

塩野義製薬株式会社

株式会社心斎橋ミツヤ

大和ハウス工業株式会社

株式会社竹中工務店

日本生命保険相互会社

野村證券株式会社大阪支店

阪和興業株式会社

株式会社広瀬製作所

株式会社フジキン

株式会社三井住友銀行

リコージャパン株式会社大阪支社

生駒 京子　　大槻 剛康　　大野 隆夫     奥平 曻郎　　清水 義昭　

筑後 眞弘　　西川 典男　　堀川 浩介　　渡部 澄子
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役 員 等 名 簿

２０２１年６月現在
（各氏名五十音順・敬称略）

評議員

評議員会長

評 議 員　  

    〃       

    〃　　   

    〃　　   

    〃　　 

    〃

　  　 

理事

理 事 長　  

専務理事　

理　　事 　

    〃       

    〃　　　

　　　　　

    〃

        

監事

監　　事　

    〃

      　

会計監査人

会計監査人

小嶋　淳司

岩谷　和代

賀川　忠史

金森   真澄

柴田　昌幸

林田　 潔

   瀬　恭子

宮城　 勉

鱧谷　 貴

伊木　 稔

尾﨑　勝吉

中島　紀行

枚田　哲郎

三木　秀夫

安田   智則

日潟　一郎

大阪商工会議所監事

大阪市経済戦略局企画総務部長

大阪府商工会連合会専務理事

大阪府商工労働部次長

大阪府中小企業団体中央会専務理事

社会福祉法人大阪府共同募金会常務理事

大阪商工会議所副会頭

大阪商工会議所専務理事

　　

大阪商業大学名誉教授

公益財団法人サントリー文化財団専務理事

公益財団法人大阪ガスグループ福祉財団

専務理事・事務局長

公益財団法人関西エネルギー・リサイクル科学研究振興財団   

業務執行理事・事務局長

弁護士

有限責任あずさ監査法人パートナー

ひがた会計事務所公認会計士

OSAKA  COMMUNITY  FOUNDATION243



わが国最初のコミュニティ財団として設立された当財団は、昨年11月に設立

30周年を迎えました。これまで財団が歩んできた道のりを振り返り、民の民に

よる支援がより一層深まればとの思いから、この記念誌を作成しました。

前回記念誌を作成したのは、設立20周年の時でしたが、この10年をみまし

ても、寄付金累計額は８０％あまり増加、助成分野も9分野から１４分野に拡

充し、公益活動を幅広く支援できるようになりました。

このように順調に歴史を重ねて寄付金を拡大し、助成を増やすことができま

したのも、寄付者や賛助会員そして助成先の皆様はもとより、歴代の顧問・役

員・評議員・選考委員など財団運営に携わっていただいた関係者はじめ、多く

の方々のご理解とご協力の賜物と厚くお礼申し上げます。

今回の記念誌では、寄付いただいた方々の思いをできるだけ掲載するととも

に、選考委員の皆様や助成団体の声も多数紹介することにいたしました。また

これまでの財団の歩みとともに、社会的トピックスにも触れており、この30年

がどのような時代であったか、振り返っていただければと思います。

現在は新型コロナウィルスの感染拡大により、社会生活の様々な面で制約を

受けていますが、コロナ後にも新たな社会的課題が発生するものと存じます。

当財団は引き続き民の力でもって市民活動をサポートし、課題解決に力を注い

でまいりますので、何卒ご支援、ご協力賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。

専務理事　　鱧　谷　   　貴

事務局長　　勝　山　英一郎

担　　当　　上　田　   　香

編 集 後 記
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